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はじめに

ミズアオイ科のミズアオイ P onted eria 

k ors ak ow ii (Regel et Maack) M.Pell. 
et C.N.Horn は，沼や水田などに生
育する抽水性の一年草である（田中 
2015）。北海道～九州，東アジアに分
布する（田中 2015）。日本では 8 ～
10 月に開花し，多数の花が総状花序
につく。ミズアオイは花柱が右に位置
する花と左に位置する花の 2 種類の花
を着ける鏡像花柱性という特徴を持ち

（図 -1 左），昆虫による異花受粉の仕
組みとして働くことで不完全ではある
が自殖回避機構を持つ（Wang et al. 
1995；汪ら 1996a；藤野ら 2016）。
ミズアオイは，古くから文献にも記録
されており，日光東照宮や久能山東照
宮にはミズアオイをモチーフとした透

かし彫りや絵が存在する（図 -2，-3，
-4）。

コナギ P onted eria v aginalis  Burm.f. は，
水田や池に生える抽水性の一年草で，
ミズアオイと類似するが全体に小型
である（佐竹 1982；田中 2015；図
-1 右）。北海道南部～琉球，アジア～
オーストラリアに分布し，北アメリカ
とヨーロッパに帰化している（浅井
2015；田中 2015）。日本での開花期
は 8 ～ 10 月である（田中 2015）。本
種も鏡像花柱性の花を着けるが，開放
花が開花前受粉を行う上に閉鎖花も着
けるためほぼ自殖性である（Wang et 

al. 1995；汪ら 1996a）。ただし開放
花は開花前受粉によって全ての胚珠が
受精しておらず，開花後の他花受精に
よる種子生産も可能であることが指摘
されている（今泉　 2010）。

本稿では，一年生水田広葉雑草であ

るミズアオイとコナギの 2 種につい
て，学名，防除，準絶滅危惧種，蓮田
における生育，遺伝的多様性の視点か
ら解説する。

学名のポンテデリア属への
組み替え

ミズアオイ科植物は単子葉植物の比
較的小さな水生植物からなる科であ
る。汎熱帯に広く分布し，多様性の
中心である新熱帯区には 70% の種が
分布している（Pellegrini and Horn 
2017）。ミズアオイ科にはこれまで計
30 属が記載されてきたものの，その
中のホテイアオイ属およびアメリカ
コナギ属は単系統群ではないことが
推察されており（Eckenwalder and 
Barrett 1986），分類学的再検討が必
要であった。

近年では，被子植物の塩基配列情報
に基づいた APG 分類体系（Angiosperm 
Phylogeny Group 2016）が広く採用
されている。以前は，進化の指標とし
た花弁の数や子葉の数などの特定の共
有形質をもとに分類群をまとめていた
が，APG 分類体系では，共通祖先か

ミズアオイとコナギの学名と
遺伝的多様性

図 -1　ミズアオイ（左；竹内佐枝子撮影）とコナギ（右）の植物体と花

ふじのくに地球環境史ミュージアム

早川　宗志

図 -2　  日光東照宮国宝東西回廊におけるミ
ズアオイとカモをモチーフにした透
かし彫り（栗山由佳子撮影）

図 -3　  久能山東照宮における波，ミズアオ
イ，セキレイをモチーフにした透か
し彫り（栗山由佳子撮影）

図 -4　  久能山東照宮におけるシロバナミズ
アオイとオモダカの絵（栗山由佳子
撮影）
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ら由来するすべての子孫を含む「単系
統群」を分類群とする（邑田 2019）。
そのため，例えば農耕地の主要雑草を
多数含む旧ゴマノハグサ科は単系統群
ではないことが明らかとなり，複数の

（単系統の）科に分割・再編されてい
る（邑田 2019）。

ミズアオイ科の系統解析の結果で
は，ミズアオイ属およびポンテデリ
ア（P onted eria）属はそれぞれ単系統
群であった一方，ホテイアオイ属は
非単系統群であった（Pellegrini et al. 
2018）。そのため，ミズアオイ属およ
びホテイアオイ属がポンテデリア属に
合一されて，旧 3 属による単系統群
を構成することとなった。ポンテデリ
ア属が基準属となった理由は，これ
ら 3 属の中で最も記載が早く優先権
があるためである。同様に，ミズアオ
イ科のアメリカコナギを含むクレード
も H yd rotherix 属 お よ び S chollerops is

属がアメリカコナギ属に合一されて
一つの属となっている（Pellegrini 
2017）。 以 上 か ら， ミ ズ ア オ イ 科
は，アメリカコナギ属とポンテデリ
ア 属 の 2 属 と な っ た。Pellegrini et 

al.（2018）の見解に基づく日本に産
するミズアオイ科植物の学名は表 -1
の通りである。

SU 抵抗性と防除

水田雑草では，1990 年代からアセ
ト乳酸合成酵素（ALS）阻害剤のひと
つであるスルホニルウレア系除草剤に
対する抵抗性（SU 抵抗性）が問題と

なったが，ミズアオイは日本で初めて
SU 抵抗性が確認された種である（古
原ら 1996）。ミズアオイは，北海道
および東北地域で水田雑草として防除
対象となる一方，関東以西では水田に
発生することは稀で水路や湿地などに
生育し，レッドデータブック（環境省 
2015）で準絶滅危惧植物に選定され
ている。

近縁種コナギにおいても SU 抵抗
性が報告されており（小荒井・森田 
2002；今泉 2010），コナギの ALS 遺
伝子変異を調べた研究により，抵抗性
変異の異なる複数の系統が存在するこ
とから，各地で独立に何度も SU 抵抗
性が出現している可能性が示唆されて
いる（稲垣ら 2008）。他方，コナギ
は 1950 年代前半に日本に初めての除
草剤 2,4-D が導入される以前は水田
の最強害雑草のひとつであったよう
に（住吉ら 2011），除草剤を施用し
ない水稲有機栽培においても難防除雑
草となる。水稲有機栽培で用いられる
米ぬか施肥は土壌溶液の電気伝導率

（EC）を上昇させ，EC が上昇すると
コナギ種子の発芽抑制が引き起こされ
る（Nozoe et al. 2012）。そのため，
機械除草および米ぬか散布を組み合わ
せてコナギ等を抑草する水稲有機栽培
体系の確立が試みられている（三浦ら 
2015）。このように，慣行栽培と有機
栽培の両方において，現在でもコナギ
は難防除水田雑草であり続けている。

準絶滅危惧種としてのミズ
アオイと攪乱

コナギが水田の難防除雑草であり続
けているにもかからず，ミズアオイは
関東以西で水田に発生することが稀
で，環境省（2015）では準絶滅危惧
植物に選定されている。ミズアオイの
減少要因については，圃場の乾田化と
ALS 阻害剤の施用やその他の複合的
な要因が指摘されているが，ミズアオ
イだけが水田から減少する理由につい
ては未だに明快に説明しきれていない

（古原ら 2011）。
水田雑草の種子寿命は内藤（1981）

の定義による常命種子（3 ～ 15 年）
から長命種子（15 年以上）まで種
によって様々に異なるが（住吉ら 
2011），コナギの種子は土中で 17 年
間の生存が確認されていることから

（小荒井ら 1998），長命種子にあたる。
ミズアオイも埋土種子集団を形成する
ことから（古原ら 2011），2 種の埋
土種子の寿命が長いことは水田や湿地
などにおける耕起，代かき，洪水など
の攪乱に適応した生態的特性を表して
いると考えらえる。

例えば，かつて（1958 年頃）静岡
県静岡市麻機沼周辺の水田にはミズア
オイが生育していた（前島固女　私
信）。麻機沼は埋め立てによる耕地整
備により水田となったが，麻機が位
置する巴川水系が氾濫した 1974 年 7
月 7 日の七夕豪雨以降は遊水地事業
に転換がなされ，湿生植物や鳥類が観

和名 従来 Pellegrini et al.  2018の見解

アメリカコナギ Heteranthera limosa  (Sw.) Willd. Heteranthera limosa  (Sw.) Willd.

ヒメホテイアオイ Heteranthera reniformis Ruiz et Pav. Heteranthera reniformis Ruiz et Pav.

ツルアメリカコナギ Heteranthera zosterifolia Mart. Heteranthera zosterifolia Mart.

ハイホテイアオイ Eichhornia azurea  (Sw.) Kunth Pontederia azurea Sw.

ホテイアオイ Eichhornia crassipes (Mart.) Solms Pontederia crassipes Mart.

ミズアオイ Monochoria korsakowii Regel et Maack Pontederia korsakowii (Regel et Maack) M.Pell. et C.N.Horn

コナギ Monochoria vaginalis (Burm.f.) C.Presl ex Kunth Pontederia vaginalis Burm.f.

ナガバミズアオイ Pontederia cordata L. Pontederia cordata L.

表-1．日本に生育するミズアオイ科植物の学名表-1　 日本に生育するミズアオイ科植物の学名
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察できる多目的遊水地として活用され
ている。麻機遊水地では，治水工事に
よる掘り返しにより 1996 ～ 1999 年
にかけてミズアオイの大群落が出現し
た（図 -5）。そこで，攪乱依存種であ
るミズアオイの保全を目的に，2000
年には省力的な攪乱方法として湿地ブ
ルドーザを活用した保全が試みられた

（稲垣ら 2007）。現在でも，行政と麻
機ウエットランドクラブなどの市民に
よって，手作業による耕起などの攪乱
により，ミズアオイ群落が維持・保全
が行われている。同地では現在の保全
場所以外でも攪乱が起きるとミズアオ
イの小集団の出現と消失が確認される
ことからも，多くの埋土種子が存在し
ていると考えられる。また，2011 年
の東日本大震災において津波の被害を
受けた東北 3 県の海岸部では，津波
被害後にミズアオイをはじめとする希
少種が再生した事例が複数報告されて
いる（例えば，島田 2014）。これら
の場所の中には，元々ミズアオイの生
育が確認されていなかった地点も多
く，津波の攪乱によって埋土種子から
出現したと考えられる（島田 2014）。
ミズアオイにはこうした攪乱に依存し
た生態的特性が認められる。

蓮田と休耕蓮田に生育する
ミズアオイ

ミズアオイは現在では関東以西の水田
で発生することは稀であるが，蓮田およ
び休耕蓮田で発生する事例を紹介する。

麻機遊水地周辺の蓮田には，ミズア
オイが生育している。蓮田におけるミ
ズアオイの防除は，栗山由佳子（私信）
の蓮根農家への聞き取りによれば，「レ
ンコンが除草剤に弱いから，雑草は手
で抜かなきゃなんねえからえらい（大
変）だよ。夏前に草取りするだけえが，
ハスの葉がえかく（大きく）なっちゃ
うと中へへえられにゃあ（入られない）
から，取り残しがあると秋にミズアオ
イの花が咲くだよ」という話を伺えて
いる（図 -6）。また，麻機の別の蓮根
農家からは，「ミズアオイを蓮田の隅
にわざと残し，秋に刈り取ってニワト
リの餌にしていたこともある」という
証言もある（栗山由佳子　私信）。麻機
の蓮田では泥が深いことから機械化が
できずに作業の大変さのため後継者が
減っており，蓮根農家は 20 人ほどで
ある（静岡新聞 2003）。かつて 15 ha
ほどあった蓮田は，道路用地になった
り土地改良が進んだりして現在では 2 
ha に減少している（静岡新聞 2003）。

レンコンの栽培面積が全国 1 位（1,660 
ha）である茨城県においても（農林水
産省 2019），霞ヶ浦周辺の蓮田およ
び休耕蓮田にミズアオイが発生する

（高木ら 2016，池田浩明　私信）。ミ
ズアオイの個体数は，栽培中の蓮田で
は少ないものの（図 -7），休耕蓮田に
はたくさん出現するため（図 -8），休
耕蓮田が種子の供給源として機能して
いるものと考えられる（池田浩明　私
信）。なお，蓮田で登録されている除
草剤は藻類を除草するときに用いる
ACN 剤（モゲトンジャンボ，モゲト
ン粒剤）のみである。

遺伝的多様性

ミズアオイとコナギにおけるアイソ
ザイム変異の研究から，不完全ではあ
るが自殖回避機構を持つミズアオイ集
団は大きな遺伝的多様性を持つ一方，
ほぼ自殖性のコナギでは遺伝的変異が
少ないことが報告されている（Wang 
et al. 1995； 汪 ら 1996a）。 他 方，

図 -5　  静岡県静岡市葵区の麻機遊水地にお
けるミズアオイの生育状況（栗山由
佳子撮影）

図 -6　  静岡県静岡市葵区の麻機遊水地周辺
の蓮田におけるあさはた蓮根の収穫
の様子とミズアオイの生育（2007
年 10月 10日；栗山由佳子撮影）

図 -7　  茨城県稲敷郡阿見町廻戸周辺の蓮田
に生育するミズアオイ（2001 年 6
月 21日；池田浩明撮影）

図 -8　  茨城県稲敷郡阿見町廻戸周辺の休耕
蓮田に生育するミズアオイ（2003
年 8月 28日；池田浩明撮影）
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で発生することは稀であるが，蓮田およ
び休耕蓮田で発生する事例を紹介する。

麻機遊水地周辺の蓮田には，ミズア
オイが生育している。蓮田におけるミ
ズアオイの防除は，栗山由佳子（私信）
の蓮根農家への聞き取りによれば，「レ
ンコンが除草剤に弱いから，雑草は手
で抜かなきゃなんねえからえらい（大
変）だよ。夏前に草取りするだけえが，
ハスの葉がえかく（大きく）なっちゃ
うと中へへえられにゃあ（入られない）
から，取り残しがあると秋にミズアオ
イの花が咲くだよ」という話を伺えて
いる（図 -6）。また，麻機の別の蓮根
農家からは，「ミズアオイを蓮田の隅
にわざと残し，秋に刈り取ってニワト
リの餌にしていたこともある」という
証言もある（栗山由佳子　私信）。麻機
の蓮田では泥が深いことから機械化が
できずに作業の大変さのため後継者が
減っており，蓮根農家は 20 人ほどで
ある（静岡新聞 2003）。かつて 15 ha
ほどあった蓮田は，道路用地になった
り土地改良が進んだりして現在では 2 
ha に減少している（静岡新聞 2003）。

レンコンの栽培面積が全国 1 位（1,660 
ha）である茨城県においても（農林水
産省 2019），霞ヶ浦周辺の蓮田およ
び休耕蓮田にミズアオイが発生する

（高木ら 2016，池田浩明　私信）。ミ
ズアオイの個体数は，栽培中の蓮田で
は少ないものの（図 -7），休耕蓮田に
はたくさん出現するため（図 -8），休
耕蓮田が種子の供給源として機能して
いるものと考えられる（池田浩明　私
信）。なお，蓮田で登録されている除
草剤は藻類を除草するときに用いる
ACN 剤（モゲトンジャンボ，モゲト
ン粒剤）のみである。

遺伝的多様性

ミズアオイとコナギにおけるアイソ
ザイム変異の研究から，不完全ではあ
るが自殖回避機構を持つミズアオイ集
団は大きな遺伝的多様性を持つ一方，
ほぼ自殖性のコナギでは遺伝的変異が
少ないことが報告されている（Wang 
et al. 1995； 汪 ら 1996a）。 他 方，

図 -5　  静岡県静岡市葵区の麻機遊水地にお
けるミズアオイの生育状況（栗山由
佳子撮影）

図 -6　  静岡県静岡市葵区の麻機遊水地周辺
の蓮田におけるあさはた蓮根の収穫
の様子とミズアオイの生育（2007
年 10月 10日；栗山由佳子撮影）

図 -7　  茨城県稲敷郡阿見町廻戸周辺の蓮田
に生育するミズアオイ（2001 年 6
月 21日；池田浩明撮影）

図 -8　  茨城県稲敷郡阿見町廻戸周辺の休耕
蓮田に生育するミズアオイ（2003
年 8月 28日；池田浩明撮影）
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AFLP 解析から，コナギ集団において
も遺伝的に単一な集団のみではなく，
遺伝的に離れた個体が混在する集団も
存在することが示されている（今泉 
2010）。さらに，両種は，形態的特性
および日長反応特性に関して，緯度が
高くなるに伴って草丈，花序の有花部
分の長さ，花茎長，葉柄長が小さくな
り，開花が早くなるという形質変異の
地理的勾配が存在する（汪ら 1996b，
2010）。そのため，関東以西の局所的
に分布するミズアオイ集団を保全する
場合，遺伝的多様性や地理的な分布パ
ターンを考慮することが必要と考えら
れる。そこで，以下に日本産ミズアオ
イおよびコナギの葉緑体 DNA の塩基
配列における変異を調査した結果を紹
介する。

2002，2003 年に採種後，冷蔵保存
していた日本産ミズアオイ 7 地点お
よびコナギ 8 地点の種子各 1 粒から
DNeasy Plant Mini Kit（Qiagen）を
用いて全 DNA を抽出した。抽出した
DNA 1.25mL を鋳型に全量 16.6mL
で PCR を 行 い， 葉 緑 体 DNA を 増
幅した。プライマーは，Taberlet et 

al. (1991)，Nishizawa & Watano 
(2000) を用いた。ExoSAP-IT 処理後
の PCR 産物について塩基配列を決定
し，MEGA7 を用いて Clustal W によ
るアライメントを行い（Kumar et al. 
2016），地点間の塩基配列を比較した。

予備実験から，ミズアオイの 2 領
域（rps 1 6  イントロン，trnG  (UCC) イ
ントロン）において 1 塩基多型が存
在した。そこで，rps 1 6  イントロン領

域を用いて，両種の塩基配列を決定し
た（表 -3）。その結果，コナギはいず
れのサンプルからも rps 1 6  イントロン
領域から多型を見いだせなかった。コ
ナギは東南アジアを原産地とする水稲
随伴植物として渡来した史前帰化植物
とされていることから（笠原 1968），
稲作と共に全国に 1 系統が急速に分
布拡大した可能性を示しているのかも

しれない。他方，日本産ミズアオイの
葉緑体 DNA からは 2 系統を見出した
が，明瞭な地域性を見出せなかった（表
-2，図 -9）。なお，予備実験で多型を
見出した残りの 1 領域（trnG  (UCC)
イントロン）においても，ミズアオイ
の塩基配列を決定できたサンプルは
rps 1 6  イントロンの結果と一致する 2
系統性を示したが，コナギからは遺伝

図 -9　  日本におけるミズアオイとコナギの地理的分布。●はミズアオイの 70塩基目がGの系
統を，橙色の●はミズアオイの 70塩基目が Tの系統を，□はコナギを示す。Mapmap 
Ver6.0（鎌田 2005）を改編して作図

表-2　葉緑体DNAのrps16 イントロン領域におけるミズアオイとコナギの塩基多型サイト表-2．葉緑体DNAのrps16イントロン領域におけるミズアオイとコナギの塩基多型サイト

1 2 3
7 8 - 8 0 4 3

種名 0 1 5 7 8 9 産地

ミズアオイ T T T T 北海道夕張郡長沼町

ミズアオイ T T T T 北海道札幌市中央区

ミズアオイ T T T T 秋田県山本郡三種町

ミズアオイ G T T T 宮城県名取市

ミズアオイ T T T T 福島県双葉郡楢葉町

ミズアオイ T T T T 静岡県静岡市

ミズアオイ G T T T 愛知県春日井市

コナギ G C C G 宮城県栗原市栗駒八幡

コナギ G C C G 秋田県大曲市四ツ屋

コナギ G C C G 福島県会津美里町

コナギ G C C G 長野県駒ヶ根市下平

コナギ G C C G 長野県

コナギ G C C G 兵庫県加西市

コナギ G C C G 徳島県名西郡石井町

コナギ G C C G 福岡県宮若市

---は，挿入または欠失を示す。

---

---
---

塩基多型サイト

---

---
---

CATAA
CATAA
CATAA
CATAA

---
CATAA
CATAA
CATAA
CATAA
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的多型は見出せなかったため（早川・
内野　未公表），コナギよりもミズア
オイの方が遺伝的多様性は高いと考え
られる。

本結果は限られた地点のサンプルと
葉緑体 DNA 領域を用いた予備的なも
のであるため，ミズアオイの地域性を
論じるに足る十分な情報は得られな
かった。既報のアロザイム変異から，
ミズアオイは集団内の遺伝的変異が集
団間よりも大きいことが報告されてお
り，ミズアオイにおける遺伝的変異の
約 61% は集団内個体間に存在してい
る（汪ら 1996a）。そのため，古原ら

（2011）が指摘するように，開発事業
等の保全対策や環境配慮でやむを得ず
移植する場合などは，集団の遺伝的多
様性を保全するために十分な個体数お
よび埋土種子集団を移植することが必
要である。

ミズアオイおよびコナギには集団
内外における遺伝的，生態的，形態
的な変異が存在する（汪ら 1996a，
1996b，2010；今泉 2010）。そのため，
今後は国内のみならず 2 種の分布域
を網羅する広域的かつ詳細なサンプリ
ングを行い，次世代シーケンサーを用
いた高解像度の系統地理学的研究や集
団遺伝構造を把握することで，2 種の
遺伝的多様性に基づいた防除や保全に
つなげることができるだろう。
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タデ科イヌタデ属のつる性の一年草。全国の休耕田，
河川敷，原野などの湿った所に生える。茎葉はよく分枝
ししばしば藪を形成する。丈は 1m から 2m。葉は三角形
から長三角形。5 月から 10 月に枝先に米粒大のピンク色
の花が 10 個ほど集まって咲く。茎の稜，葉柄，葉の裏面
脈上などあらゆるところに逆刺がある。この逆刺により
他の植物に絡みつく。

「ヘクソカズラ」や「イヌノフグリ」，「ハキダメギク」
などと並んで植物名の悪名の代表格とされる。中でも「マ
マコノシリヌグイ」は，名付け親の牧野富太郎によれば

「和名は逆向きの刺のある茎で継母が憎い継子の尻を拭く
草という意味」というほどに，凄まじい差別的な名前で
はある。命名にあたって，牧野はその名をすでに各地で
呼ばれていた名前から採ったのではないかといわれるが，
では，実際に，昔はこの草で継子の尻を拭くといういじ
めが行われていたのであろうか。

継子いじめの歴史は古い。神話時代や子どもが共同体
で養育されていた時代にはなかったことであるが，妻が
夫のもとへ移って一緒に暮らし始めたころから起こって
きた。日本での「継子いじめ譚」の典型は「落窪物語」
であるが，この物語は，平安中期の貴族社会を写実的に

記述した物語とされている。そうであれば，平安時代の
中頃には「シンデレラ」と同じ継子いじめが行われてい
たとも考えられる。

これらの「継子いじめ譚」の対象はほとんどが女の子
であり，悲惨な死という結末もあるが，継子が人や動物
に助けられ後に成功を掴み取るという結末が多い。実際
には，様々な形で継子いじめが行われていたのであろう
が，シンデレラにせよ落窪の姫にせよ，もう，継母が尻
拭いしなければならないような歳ではなかった。尻拭い
しなければならないとすればまだ赤子である継子ではな
いだろうかと想像するのである。

そうであれば，刺だらけのこの草で赤子の尻を拭くと
どうなるのか。憎い継子であってもその仕打ちはあまり
にもむごすぎることなのだ，と継母の継子への仕打ちを
戒めようとして名付けたのではないだろうか，という考
えに至るのである。

多くの「継子いじめ譚」が継子いじめを戒めようとし
て昔話として語られてきたように，刺だらけのこの草で
赤ん坊の尻を拭くような「継子いじめ」を戒める意味で「継
子の尻拭い」と呼ばれてきたのではなかろうか。

因みに韓国では「嫁の尻拭き草」と呼ばれるそうである。
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